
［史
料
紹
介
】

近
代
中
国
に
お
け
る
写
真
の
導
入
と
広
が
り

湯
　
城
　
吉
　
信

　

近
代
に
な
り
中
国
や
日
本
に
急
速
に
流
入
し
た
西
洋
の
文
明

は
、
驚
き
の
目
で
も
っ
て
迎
え
ら
れ
、
か
つ
急
速
に
広
ま
っ
た
。

本
稿
で

は
、
そ
の
一
例
と
し
て
、
近
代
の
中
国
人
が
写
真
に
つ
い

て

言

及
し
た
史
料
を
紹
介
し
た
い
。
漢
字
は
原
文
の
字
体
（
基
本

的
に
繁
体
字
）
を
尊
重
し
、
句
読
点
は
現
代
中
国
語
の
標
点
を
使

用
し
た
。

r写
真
」
（
肖
像
製
作
最
前
線
）
（
『
聴
雨
叢
談
』
巻
八
）
　
＊
作
者
は

同
治
六
年
（
↓
八
六
七
）
に
健
在
。

　
…
卑
東
慕
真
，
操
西
洋
法
，
陰
陽
向
背
，
用
猿
甚
厚
，
遠
望
之

一
面
突
出
紙
上
，
頗
得
神
理
。
近
日
海
國
又
有
用
鏡
照
影
，
塗
以

藥
水
，
鋪
紙
掲
印
，
毛
髪
必
旦
ハ
，
宛
然
其
人
，
其
法
甚
秘
，
其
製

甚
奇
。

【大
意
】
広
東
の
肖
像
製
作
は
、
西
洋
の
方
法
を
操
り
、
明
暗
や

向
き
が
は
っ
き
り
し
、
雛
の
様
子
が
極
め
て
明
確
で
、
遠
景
も
紙

の

上

に
浮
き
出
た
よ
う
で
、
ま
さ
に
神
業
だ
。
最
近
、
外
国
で

は
、
レ
ン
ズ
で
姿
を
写
し
、
薬
品
を
塗
っ
て
、
紙
を
敷
き
印
刷

し
、
髪
の
毛
一
本
1
本
ま
で
も
そ
の
人
さ
な
が
ら
に
写
し
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
な
ん
と
神
秘
的
な
技
術
で
あ
る
こ
と
か
。

【解
説
】
『
聴
雨
叢
談
』
は
、
清
末
の
福
格
（
姓
は
鷹
、
字
は
申

之
）
著
の
筆
記
（
『
清
代
史
料
筆
記
叢
刊
』
所
収
）
。
福
格
の
詳
し

い

事
績
は
未
詳
だ
が
、
清
朝
の
役
人
で
、
清
朝
の
制
度
に
詳
し
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か

っ

た
o
こ
こ
の
記
述
を
見
る
と
、
こ
の
頃
、

の

方
か
ら
中
国
に
入
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

写
真
技
術
が
香
港

【余
説
】
「
写
真
」
と
い
う
名
称

　

日
本
語
で
言
う
写
真
は
現
代
中
国
語
で
は
「
照
相
（
照
片
）
」

で

あ
る
。
一
方
、
　
F
写
真
」
と
い
う
語
は
、
「
真
を
写
す
」
と
い
う

漢
字
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
は
「
本
当
の
様
子
を
写

す
」
と
い
う
意
味
で
、
そ
こ
か
ら
「
肖
像
」
の
こ
と
を
指
す
よ
う

に
な
っ
た
。

　
近

代
に
な
っ
て
、
日
本
や
中
国
で
は
西
洋
の
事
物
を
取
り
入
れ

そ
れ
を
漢
字
で
表
し
た
。
漢
字
は
中
国
か
ら
日
本
に
来
た
も
の
だ

が
、
西
洋
の
事
物
を
表
す
漢
字
語
は
、
日
本
人
が
作
っ
た
（
ま
た

は
当
て
た
）
漢
字
語
が
中
国
に
渡
っ
た
も
の
が
多
い
　
（
特
に
学
問

名
）
。
た
だ
、
「
写
真
」
の
よ
う
に
両
国
で
違
う
訳
語
が
定
着
し
た

場
合
も
あ
る
。

「照
相
」
（
写
真
）
（
葛
元
胸
川
『
渥
游
雑
記
』
巻
二
（
一
八
七
⊥
ハ
年
）
）

西
人

以

藥
水
破
璃
爽
入
横
木
厘
内
，
厘
面
嵌
小
凹
鏡
，
封
人
撮

影
干
破
璃
上
。
取
出
以
沙
水
沖
洗
，
即
見
人
面
，
神
氣
部
位
．
．

無
不
逼
肖
。
復
以
藥
水
製
就
紙
片
，
覆
於
破
璃
上
，
微
照
日
色
，

則
面
貌
衣
痕
、
陳
設
物
件
現
出
．
紙
上
。
傅
以
顔
色
，
勝
似
篤
眞
。

近

日
華
人
得
其
傳
，
購
薬
水
器
具
，
開
設
照
相
棲
，
延
及
各
省
。

惟
雨
妾
有
黒
量
，
一
沽
潮
漫
．
色
便
晦
賠
，
斯
爲
訣
陥
。
以
此
法

照
各
種
字
帖
，
収
縮
較
蝿
頭
尤
小
，
將
顯
微
鏡
観
之
，
綜
毫
不

差
。【校

勘
記
】

る
。

o
出
　
平
原
・
夏
暁
紅
編
注
『
図
像
晩
清
』
は
「
干
」
に
誤

【大
意
】
西
洋
人
は
、
薬
品
を
つ
け
た
ガ
ラ
ス
を
横
向
き
の
木
箱

の

中
に
差
し
込
み
、
箱
の
一
面
に
は
め
込
ま
れ
て
い
る
小
さ
い
凹

レ
ン
ズ
を
人
に
向
け
て
ガ
ラ
ス
の
上
に
像
を
写
し
取
る
。
取
り
出

し
て
、
薬
品
の
水
で
洗
う
と
、
人
の
顔
が
現
れ
る
が
、
そ
の
様
子

は

本

物
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
薬
品
で
紙
片
を
作
り
、
ガ

ラ
ス
の
上
に
か
ぶ
せ
て
、
ち
ょ
っ
と
日
光
に
当
て
る
と
、
容
貌
か

ら
衣
装
、
周
り
の
家
具
ま
で
、
紙
の
上
に
出
現
す
る
。
色
を
着
け

る
と
、
肖
像
画
に
勝
る
。
最
近
、
中
国
人
も
こ
の
技
術
を
習
得
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し
、
薬
品
・
器
具
を
購
入
し
、
写
真
屋
を
開
設
し
、
各
省
に
広

ま
っ
た
。
た
だ
、
端
が
黒
ず
ん
で
お
り
、
ひ
と
た
び
湿
気
に
あ
た

る
と
、
〔
全
体
が
〕
黒
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
欠
点
で
あ
る
。

こ
の
技
術
で
字
帖
を
撮
影
す
れ
ば
、
蝿
ほ
ど
の
大
き
さ
に
縮
小
し

て

も
、
顕
微
鏡
で
見
る
と
、
全
く
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

【注
】
○
神
氣
部
位
　
明
治
十
一
年
の
堀
直
太
郎
訓
点
の
和
刻
本

で

は
漢
字
の
左
に
「
ミ
メ
カ
タ
チ
」
（
見
目
形
）
と
ル
ビ
が
あ
る
。

【解
説
】
葛
元
胸
川
『
混
游
雑
記
』
は
、
上
海
に
十
五
年
住
ん
だ
杭

州
出
身
の
作
者
が
、
当
時
の
上
海
の
様
子
を
記
録
し
た
本
で
あ

る
。　

こ
こ
で
紹
介
す
る
写
真
技
術
は
、
「
コ
ロ
ジ
オ
ン
法
」
で
あ
ろ

う
。
写
真
の
仕
組
み
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
一
八
三
九

年
、
フ
ラ
ン
ス
の
ダ
ゲ
ー
ル
が
像
を
化
学
的
に
焼
き
付
け
る
方
法

を
公
表
し
て
か
ら
急
速
に
発
展
し
た
。
一
八
五
〇
年
、
イ
ギ
リ
ス

の
フ

レ
デ
リ
ッ
ク
・
ス
コ
ッ
ト
・
ア
ー
チ
ャ
ー
が
コ
ロ
ジ
オ
ン
と

い
う
物
質
を
塗
っ
た
ガ
ラ
ス
盤
を
使
用
し
て
ネ
ガ
を
作
る
コ
ロ
ジ

オ
ン
法
を
発
明
し
、
一
八
七
〇
年
頃
ま
で
主
流
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
原
文
中
の
「
撮
影
」
「
写
真
」
は
今
の
日
本
と
は
意
味

が
違

う
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
「
照
相
楼
」
に
は
、

明
治
十
　
年
の
和
刻
本
で
は
、
漢
字
の
左
に
「
シ
ャ
シ
ン
ヤ
」

（写
真
屋
）
と
ル
ビ
が
あ
り
、
当
時
の
日
本
で
す
で
に
「
写
真
屋
」

と
い
う
職
業
が
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
わ
か
る
。
（
和

刻
本

で
、
タ
イ
ト
ル
の
「
照
相
」
の
下
に
あ
る
「
写
真
」
と
い
う

字
は

日
本
で
追
加
さ
れ
た
も
の
。
）

〔類
話
〕
「
西
人
照
像
之
法
」

巻
⊥
ハ
（
一
八
七
五
年
）
）

（原
題

な
し
）
（
王
輻
『
這
嬬
雑
記
』

　
西

人
照
像
之
法
，
蓋
即
光
學
之
一
端
，
而
亦
参
以
化
學
。
其
法

先
爲
穴
櫃
，
籍
日
之
光
，
撮
影
入
鏡
中
。
所
用
之
薬
，
大
抵
不
外

乎

硝
磧
、
強
水
而
已
o
一
照
即
可
留
影
於
破
璃
，
久
不
睨
落
。
精

於
術
者
，
不
掲
眉
目
分
晰
，
即
繊
悉
之
庭
，
無
不
畢
現
。
更
能
彷

照
書

書
一
，
字
蹟
逼
真
，
宛
成
縮
本
。
近
時
能
於
破
璃
移
於
紙
上
，

印
千
百
幅
，
悉
從
此
取
給
。
新
法
又
能
以
破
璃
作
印
版
，
用
墨
搦

出
，
無
殊
印
書
。
其
便
捷
之
法
，
殆
無
以
復
加
。
法
人
如
李
閣

郎
．
華
人
如
羅
元
祐
，
皆
在
濾
最
先
著
名
者
。
或
云
：
近
來
格
致
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之

學
，
漸
悟
撮
影
入
鏡
，
可
以
不
用
日
光
，
但
聚
空
中
電
氣
之
光

照
之
，
更
勝
於
日
，
故
錐
夜
間
，
亦
可
爲
之
。
技
至
此
，
疑
其
爲

神
ム
矢
！

【解
説
】
王
輻
（
一
八
二
八
～
九
七
）
は
、
『
循
環
日
報
』
を
創
刊

し
、
中
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
父
と
も
称
さ
れ
た
。
一
八
七
九
年

に

来

日
し
、
『
扶
桑
遊
記
』
を
著
し
た
o
こ
の
文
章
で
も
的
確
な

状

況
描
写
力
を
発
揮
し
て
い
る
（
末
尾
は
事
実
で
は
な
か
ろ
う

が
）
o

r波
臣
．
留
影
」
（
溺
死
体
の
撮
影
）
（
『
点
石
斎
画
報
』
二
集
丑
集

（
1
八
八
八
年
1
～
三
月
）
）
（
線
装
本
N
Φ
σ
－
N
討
、
大
可
堂
版

4
－
2
4
0
）

　
自
萬
年
青
輪
船
失
事
，
而
後
路
覆
轍
者
屡
見
報
章
。
携
獲
　

身
，
錐
招
親
属
認
領
，
而
或
以
路
遠
不
能
騒
至
，
ロ
ハ
得
就
地
棺

敏
。
其
身
無
確
証
者
，
縦
開
具
年
貌
籍
貫
．
而
領
者
猶
不
免
有
謂

他
人

父
、
他
人
兄
之
慮
。
生
前
笑
貌
逸
若
山
河
，
死
後
形
骸
難
蹄

故

土
，
誠
可
傷
可
惨
，
而
莫
可
如
何
者
。
干
是
乎
，
香
港
東
華
馨

院
創
為
照
　
留
影
之
法
，
稗
家
人
婦
子
得
観
遺
容
，
按
圖
索
撲
。

間
．
有
面
目
腐
欄
不
堪
辮
認
者
，
伍
就
地
掩
埋
，
以
妥
幽
魂
。
議

既
定
，
適
有
華
洋
火
船
遽
遭
不
測
，
獲
　
二
百
飴
具
，
即
以
此
法

行
之
，
而
存
残
之
街
感
者
不
可
勝
道
。
（
閑
章
「
維
肖
」
）

【校
勘
記
】

る
。

o
間
　
平
原
・
夏
暁
紅
編
注
『
図
像
晩
清
』
は
「
聞
」
に
誤

【大
意
】
万
年
青
号
．
事
故
以
来
、
同
様
の
事
故
は
後
を
絶
た
な

い
．
死
体
を
回
収
し
家
族
に
確
認
を
要
請
し
て
も
、
遠
く
て
す
ぐ

に

は
来
ら
れ
ず
、
そ
の
地
で
埋
葬
す
る
こ
と
に
な
る
場
合
も
あ

る
。
確
証
が
得
ら
れ
な
い
も
の
は
、
年
齢
、
容
貌
、
戸
籍
を
明
ら

か

に
し
て
も
、
確
認
に
来
た
者
が
他
人
だ
と
言
っ
て
引
き
取
り
を

拒

否
す
る
場
合
も
あ
る
。
生
前
の
笑
顔
は
二
度
と
戻
ら
ず
、
死
後

の
遺
体
も
故
郷
に
帰
れ
な
い
。
何
と
も
悲
惨
な
こ
と
だ
が
、
ど
う

す
る
手
だ
て
も
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
香
港
東
華
医
院
．
は
、
死

体

を
撮
影
し
て
残
す
方
法
を
始
め
て
、
家
族
が
遺
体
の
様
子
を
目

に
し
て
、
写
真
に
よ
り
確
実
に
本
人
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
す
で
に
死
体
が
腐
っ
て
識
別
不
能
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
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図1　「波臣留影」（溺死体の撮影）（『点石斎画報』丑集、大可堂版4240）

れ

ば
、
そ
の
場
で
埋
葬
し
て
霊
魂
を
弔
う
こ
と
に
な
っ
た
。
以
上

の

議
論
が
確
定
し
た
後
、
ち
ょ
う
ど
華
洋
蒸
気
船
が
遭
難
し
、
死

体
二
百
体
余
り
が
回
収
さ
れ
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
こ
の
方
法
を
実

施

す
る
と
、
生
者
死
者
と
も
に
感
激
す
る
者
は
数
知
れ
な
か
っ
た

と
い
う
。
二
た
だ
た
だ
そ
っ
く
り
」
八
成
語
「
維
妙
維
肖
」
）

【注
】
○
波
臣
　
溺
死
し
た
人
（
土
左
衛
門
）
。
○
万
年
青
号
　
一

八
六
九

年
、
福
州
船
政
局
が
作
っ
た
最
初
の
軍
艦
。
一
八
八
七

年
、
英
国
船
に
衝
突
さ
れ
て
沈
没
し
、
七
〇
余
名
が
死
亡
し
、
賠

償
問
題
が
起
き
た
（
『
清
史
稿
』
「
志
一
百
十
一
・
兵
七
」
、
『
点
石

斎
画
報
』
　
1
集
壬
集
二
八
八
七
年
四
月
頃
？
）
「
万
年
青
勝
」

参
照
。
）

　
　
r
萬
年
青
勝
」

　
　
去
臆
月
二
十
六
日
、
我
萬
年
青
船
為
弥
包
而
公
司
撞
沈
。
勢
不
得
不

　

入
訟
。
訟
之
而
寛
得
直
。
這
上
諸
日
報
論
之
詳
且
蓋
．
無
侯
僕
贅
言
。

　

然
試
思
所
以
勝
之
者
，
未
嘗
無
故
也
。
従
前
中
國
積
弱
久
，
欧
西
人
協

　
以

謀

我
，
故
難
問
。
近
則
自
強
之
機
日
起
而
有
功
，
而
西
人
以
争
利

　

故
－
各
國
猜
忌
，
不
似
従
前
之
見
好
，
事
異
而
勢
殊
。
故
得
所
籍
手
，

　
以
告
成
功
。
若
事
在
十
年
前
，
想
未
必
如
此
之
大
公
無
我
也
．
．
然
而
英
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已
加
人
一
等
ム
矢
。
　
（
閑
章
「
直
道
猶
存
」
）

　
【
大
意
】
去
年
の
十
二
月
二
十
六
日
、
我
が
万
年
青
号
は
ネ
パ
ー
ル
社

　
（
中
国
名
」
京
申
公
司
）
に
衝
突
さ
れ
沈
没
し
た
。
こ
れ
で
は
訴
訟
せ

　
ざ
る
を
得
ま
い
。
訴
訟
の
結
果
、
賠
償
金
を
勝
ち
取
っ
た
。
上
海
の
各

　
新
聞
は
詳
細
に
報
じ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
贅
言
す
る
必
要
は
な
か
ろ

　
う
。
た
だ
、
故
な
き
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
試
み
に
勝
訴
と

　
な
っ
た
理
由
を
分
析
し
た
い
o
以
前
、
中
国
人
は
脆
弱
で
、
西
洋
人
は

　
共
謀

し
て
い
た
の
で
、
間
に
割
っ
て
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
近

　
頃

は
、
自
強
策
の
機
運
が
高
ま
り
効
果
も
上
が
り
、
一
方
、
西
洋
人
は

　
利
益
を
争
っ
て
仲
た
が
い
し
以
前
の
よ
う
に
共
謀
で
き
な
く
な
り
、
情

　
勢
が
変
わ
っ
た
。
そ
う
い
う
状
況
に
助
け
ら
れ
て
、
成
功
を
収
め
る
こ

　
と
が
で
き
た
の
だ
。
も
し
、
十
年
前
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
公
正
な

　
結
果
は

得
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
英
国
は
す
で
に
中
国

　
よ
り
優
位
に
あ
る
〔
状
況
は
変
わ
ら
な
い
〕
。
二
直
き
道
は
ま
だ
失
わ

　
れ
て

い

な
い
」
〈
『
論
語
』
衛
霊
公
篇
コ
ニ
代
之
所
以
直
道
而
行
」
）

o
香
港
東
華
医
院
　
一
八
七
二
年
創
設
さ
れ
た
香
港
初
の
一
般
向

け
病
院
で
、
慈
善
活
動
を
盛
ん
に
行
っ
た
。
○
按
圖
索
膜
　
も
と

も
と
「
図
に
よ
っ
て
名
馬
を
求
め
る
」
。
確
か
な
資
料
が
あ
り
求

め

や
す
い
こ
と
を
言
う
。

【解
説
】
『
点
石
斎
画
報
（
顯
石
齋
書
報
）
』
は
、
上
海
の
有
名
新

聞
『
申
報
』
の
附
録
（
別
冊
）
と
し
て
一
八
八
四
年
五
月
八
日
か

ら
一
八
九
八
年
八
月
十
三
日
ま
で
毎
月
お
よ
そ
三
回
ず
つ
発
行
さ

れ

た
絵
入
り
新
聞
で
あ
る
。
時
事
問
題
や
巷
の
噂
な
ど
幅
広
く
扱

い
、
当
時
の
世
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

本
文
末
尾
に
印
章
の
形
で
一
言
が
添
え
ら
れ
て
い
る
（
閑
章
）
。

こ
の
部
分
で
は
、
写
真
が
遺
体
確
認
に
も
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う

の

は
興
味
深
い
。
ち
な
み
に
、
『
申
報
』
一
八
八
七
年
一
月
二
十

九

日
（
第
四
面
）
の
「
磁
船
続
述
」
と
い
う
記
事
に
よ
れ
ば
、
死

体
の

写
真
は
お
棺
の
蓋
に
貼
っ
た
よ
う
だ
。
（
「
…
精
於
照
相
者
，

將
屍
各
照
一
相
，
棺
瞼
之
後
，
糊
其
相
於
棺
面
以
便
家
属
閲
照
領

屍
，
特
不
知
果
能
面
目
分
明
不
致
腐
欄
否
也
。
…
」
）
な
お
、
こ

の

部
分
は
、
中
野
美
代
子
、
武
田
雅
哉
『
世
紀
末
中
国
の
か
わ
ら

版
』
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

r映
照
誌
奇
」
（
写
真
の
不
思
議
）
（
『
点
石
斎
画
報
』
五
集
貞
集
二

八
九

八
年
⊥
ハ
、
七
月
？
）
）
（
線
装
本
零
ひ
ふ
8
a
、
大
可
堂
版
」
口
－

173）
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図2　「映照誌奇」（写真の不思議）（『点石斎画報』貞集、大可堂版15－173）

　
自
泰
西
照
相
之
術
盛
行
於
中
國
．
不
論
人
物
、
草
木
、
棲
量
、

殿
閣
，
皆
可
儘
納
於
尺
幅
之
中
，
繊
毫
畢
現
，
蓋
．
其
究
心
於
光

學
也
精

　
。
徳
藩
亨
利
之
入
親
　
龍
光
也
，
恭
遣
随
從
人
員
携
帯

照

相
器
具
，
將
　
聖
明
接
待
外
臣
秀
．
裳
端
操
之
容
，
撮
成
一
圖

．

，
以
昭
謄
．
仰
而
示
寵
榮
。
他
如
臨
天
、
地
壇
及
遊
歴
西
山
名

勝
均
映
成
照
片
．
朗
若
列
眉
。
惟
照
國
子
監
大
成
殿
時
，
初
拍

迷
漫
不

清
、
祇
見
白
氣
一
團
；
再
拍
，
則
饗
爲
黒
氣
，
仰
］
無
所

観
。
徳
藩
異
之
，
遂
作
罷
論
。
時
慶
邸
、
李
中
堂
、
張
侍
郎
等
在

芳
陪
従
、
皆
莫
明
．
其
故
，
亦
可
異
也
。
（
閑
章
「
風
景
全
非
」
）

【校
勘

記
】
○
蓋
　
平
原
・
夏
暁
紅
編
注
『
図
像
晩
清
』
は
な
し
。
○
秀

平
原
・
夏
暁
紅
編
注
『
図
像
晩
清
』
、
『
点
石
斎
画
報
全
文
校
点
』
は
と
も

に

「
垂
」
と
す
る
が
「
秀
」
の
行
書
体
だ
と
考
え
て
改
め
た
．
。
○
圖
　
平

原
・
夏
暁
紅
編
注
『
図
像
晩
清
』
は
「
頓
」
に
誤
る
。
○
謄
　
同
上
書
は

r時
」
に
誤
る
。
○
明
　
同
上
書
は
「
名
」
に
誤
る
．
．

【大
意
】
西
洋
の
写
真
技
術
が
中
国
で
盛
ん
に
な
っ
て
か
ら
，
人

物
、
草
木
、
建
築
物
な
ど
、
す
べ
て
の
も
の
を
小
さ
な
紙
の
中
に
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収

め
、
細
部
ま
で
す
べ
て
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
光
学
を

究
め
精
微
を
尽
く
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ

王
子
が

皇
帝
に
謁
見
し
た
時
、
随
従
の
者
に
撮
影
機
材
を
持
た

せ
、
清
朝
の
外
交
大
臣
の
立
派
な
衣
装
や
礼
儀
を
一
幅
に
ま
と

め
、
偉
容
を
明
ら
か
に
し
栄
誉
を
公
に
し
た
o
さ
ら
に
、
天
壇
、

地

壇

に
行
き
、
西
山
の
名
勝
を
遊
歴
し
、
す
べ
て
を
写
真
に
し

て
、
そ
の
姿
を
手
に
取
る
如
く
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
、
国
子

監
．
、
大
成
殿
．
を
写
し
た
時
は
、
一
回
目
は
、
た
だ
ぼ
ん
や
り

と
白
煙
の
か
た
ま
り
が
見
え
る
だ
け
で
、
二
回
目
も
、
そ
れ
が
黒

煙
に

な
っ
た
だ
け
で
、
や
は
り
何
も
見
え
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
も

こ
れ
を
異
な
こ
と
（
た
だ
事
で
は
な
い
）
と
し
、
そ
れ
以
上
は
撮

影
し
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、
慶
邸
．
、
李
中
堂
．
、
張
侍
郎
．
な
ど

の
随
従
の
者
も
誰
も
そ
の
理
由
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
は
、
は
た

ま
た
異
な
こ
と
だ
と
言
え
よ
う
。
（
「
風
景
全
変
」
∧
成
語
「
面
目
全

非
」
）【注

】
〇
一
八
九
八
年
（
戊
戌
の
変
法
の
年
）
三
月
二
十
五
日

（西
暦
五
月
十
五
日
）
、
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
親
王
が
光
緒
帝
に

謁
見
し
た
こ
と
。
（
『
清
史
稿
』
「
本
紀
二
四
・
徳
宗
本
紀
二
」
、

F志
六
六
・
礼
十
・
藩
国
通
礼
」
、
　
F
志
一
1
1
1
1
1
　
・
邦
交
五
・
徳
意

志
」
参
照
。
）
○
国
子
監
　
中
国
の
近
代
以
前
の
最
高
学
府
。
○

大
成
殿
　
国
子
監
に
隣
接
す
る
孔
子
廟
の
正
殿
。
お
そ
ら
く
「
国

子
監
の
大

成
殿
」
と
誤
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
図
2
の
絵
も
実

物
通
り
で
は
な
い
。
○
慶
邸
　
慶
親
王
（
愛
新
覚
羅
突
動
（
え
き

き
ょ
う
）
）
（
一
八
三
八
～
I
九
I
七
）
の
こ
と
。
皇
族
出
身
の
大

H
H
O
　
1
八
八
四
年
、
総
理
各
国
事
務
衙
門
大
臣
と
な
り
、
外
交
を

司
っ
た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
の
謁
見
の
際
も
立
ち
会
っ
て
い
る
（
謁

見
の
様
子
は
『
清
史
稿
』
志
六
十
六
に
詳
し
い
o
）
　
o
李
中
堂

李
鴻
章
の
こ
と
。
○
張
侍
郎
　
張
蔭
桓
（
一
八
三
七
～
一
九
〇

〇
）
の
こ
と
。
当
時
は
総
理
衙
門
大
臣
で
あ
っ
た
。
戊
戌
新
政
を

積
極
的
に
推
進
し
た
が
、
戊
戌
政
変
後
は
新
彊
に
流
さ
れ
や
が
て

殺
害
さ
れ
た
。

【解
説
】
清
朝
の
中
国
で
は
、
外
国
人
が
皇
帝
と
面
会
す
る
場
合
、

三
脆
九

叩
頭
の
臣
下
の
礼
を
要
求
さ
れ
外
交
問
題
と
な
っ
て
い
た

（儀
礼
問
題
）
。
そ
れ
に
対
し
て
、
改
革
派
で
あ
っ
た
光
緒
帝
は
、

1
八
九
1
年
、
外
国
大
使
と
の
面
会
を
実
現
し
、
以
後
謁
見
が
定

着
す
る
（
こ
の
年
、
光
緒
帝
は
英
語
を
学
び
始
め
て
い
る
）
。
こ
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こ
の
ド
イ
ツ
親
王
の
謁
見
も
そ
の
延
長
上
に
位
置
す
る
。
そ
こ
に

写
真
が
登
場
し
て
い
る
の
も
興
味
深
い
（
光
緒
帝
は
大
の
写
真
好

き
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
）
。
が
、
一
方
、
こ
の
記
事
を
見
る
と
、

中
国
の
伝
統
に
神
聖
さ
を
求
め
る
世
相
も
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る

（あ
る
い
は
、
穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
間
も
な
く
光
緒
帝
を
幽

閉
し
改
革
を
頓
挫
さ
せ
る
西
太
后
を
中
心
と
す
る
保
守
派
の
怨
念

が
邪
魔
し
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
）
。

政

界
の
お
偉
方
、
あ
る
い
は
花
柳
界
の
名
妓
と
、
大
き
な
ガ
ラ
ス
の
肖

像
を
掲
げ
、
誰
も
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
広
く
客
を
集
め
て
い
る
。

【解
説
】
こ
れ
は
、
当
時
の
北
京
の
俗
謡
を
集
め
た
本
。
こ
の
部

分
で

は
、
写
真
が
流
行
し
、
盛
ん
に
商
売
が
行
わ
れ
た
様
子
が
歌

で
生
き
生
き
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。

「照
像
盛
行
」
（
原
題
な
し
）
（
蘭
陵
憂
患
生
『
京
華
百
二
竹
枝
詞
』

（
1
九
o
九
年
）
　
（
『
清
代
北
京
竹
枝
詞
十
三
種
』
所
収
）
）

　
明
鏡
中
嵌
半
身
像
，
門
前
高
掛
任
人
観
。
各
家
都
有
當
行
物
，

花
界
名
流
大
老
官
。

　
　

照
像
盛
行
，
各
舘
林
立
。
門
前
高
掛
放
大
像
鏡
，
或
爲
政
界
偉
人
，

　
　
或
爲
花
叢
名
妓
，
任
人
観
覧
，
以
廣
招
裸
。

【大
意
】
ガ
ラ
ス
の
中
の
半
身
像
。
店
先
に
揚
げ
皆
が
見
る
。
店

ご

と
そ
れ
ぞ
れ
目
玉
あ
り
。
花
街
の
名
妓
、
政
界
の
大
御
所
。

　
写

真
が
流
行
し
、
写
真
館
が
林
立
し
て
い
る
。
店
先
に
は
、
あ
る
い
は

参
考
文
献
（
登
場
順
）

福
格
『
聴
雨
叢
談
』
（
中
華
書
局
〈
清
代
史
料
筆
記
叢
刊
〉
、
一
九
八
四

　
　
年
）

王
給

『瀕
嬬
雑
記
』
（
一
八
七
五
年
∀
（
『
小
方
壼
斎
輿
地
叢
紗
』
（
杭
州
古

　
　

籍
書
店
、
一
九
八
五
年
。
原
版
は
、
上
海
著
易
堂
、
光
緒
丁
卯
二

　
　
八
七

七
？
・
）
序
、
辛
卯
（
一
九
O
1
）
題
字
）
九
秩
巻
四
十
三
所

　
　
収
o
）

ク
エ
ン
テ
ィ
ン
・
バ
ジ
ャ
ッ
ク
『
写
真
の
歴
史
』
（
創
元
社
〈
知
の
再
発

　
　
見
双
書
】
O
Φ
〉
、
二
〇
〇
1
1
1
年
）

飯
沢
耕
太
郎
監
修

『
カ
ラ
ー
版
世
界
写
真
史
』
（
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇

　
　
四
年
）

葛
元
照
『
渥
游
雑
記
』
（
一
八
－
六
年
）
　
（
『
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集
』
第
十
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四
集
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
七
年
）
所
収
。
）

陳

平
原
・
夏
暁
紅
編
注
『
図
像
晩
清
』
（
百
花
文
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
一

　
　
年
）

『点
石
斎
画
報
』
（
線
装
本
）

　

＊
一
八
九
七
年
（
丁
酉
）
か
ら
、
縮
刷
本
（
線
装
本
）
が
出
版
さ
れ
た
。

　
　
一
八
八
三
年
、
広
東
人
民
出
版
社
が
そ
の
影
印
本
（
線
装
本
）
を
複

　
　
製
出
版
し
t
s
v
　
；
　
t
s
Q
O
　
Y
a
l
e
　
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
　
D
i
g
i
t
a
l
　
C
o
l
l
e
c
t
i
o
n
　
（
イ

　
　
エ
－
ル
大
学
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
で
画
像
が
提
供
さ
れ
て
い

　
　
る
。

『点
石
斎
画
報
』
上
下
（
上
海
文
芸
出
版
社
〈
中
国
古
典
精
品
影
印
集
成
〉
、

　
　
一
九
九
八
年
）
＊
影
印
を
載
せ
る
が
、
す
べ
て
を
紹
介
し
て
い
る
わ

　
　
け

で
は

な
い
（
二
七
〇
〇
点
余
）
。

『点
石
斎
画
報
』
〈
大
可
堂
版
〉
全
十
五
冊
（
上
海
画
報
出
版
社
、
一
九
九

　
　
八
年
）

　

＊
全
四
千
点
以
上
（
四
六
六
六
点
？
）
を
紹
介
す
る
。

葉
漢
明
、
蒋
英
豪
、
黄
永
松
校
点
『
点
石
斎
画
報
全
文
校
点
』
（
商
務
印

　
　
書
館
、
二
〇
一
四
年
）

葉
漢

明
、
蒋
英
豪
、
黄
永
松
『
点
石
斎
画
報
通
検
』
（
商
務
印
書
館
、
二

　
　

O
l
四
年
）

中
野
美
代
子
、
武
田
雅
哉
『
世
紀
末
中
国
の
か
わ
ら
版
』
（
中
公
新
書
、

　
　
一
九
九
九
年
）
＊
原
版
は
一
九
八
九
年
、
福
武
書
店
刊
。
武
田
雅
哉

　
　
氏
の

解
説
が
詳

し
い
o
八
十
二
点
を
紹
介
す
る
。

『申
報
』
〈
影
印
本
V
（
上
海
書
店
、
一
九
八
三
年
～
）

帆

刈
浩
之
「
香
港
東
華
馨
院
と
廣
東
人
ネ
ッ
ト
ワ
－
ク
ー
二
十
世
紀
初
頭

　
　
に

お

け
る
救
災
活
動
を
中
心
に
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
五
五
ー
一
、
東

　
　
洋
史
研
究
会
（
京
都
大
学
）
、
一
九
九
六
年
）

山
田
辰
雄
編
『
現
代
中
国
人
名
辞
典
』
（
霞
山
会
、
一
九
九
五
年
）

孔

祥
吉
、
林
田
雄
二
郎
『
清
末
中
国
と
日
本
－
宮
廷
・
変
法
・
革
命
』

　
　
（
研
文
出
版
、
二
〇
一
1
年
）

王
開
璽
『
晩
清
政
治
新
論
』
（
商
務
印
書
館
〈
北
京
師
範
大
学
史
学
文
庫
〉
、

　
　
二
〇

〇

六

年
）
第
四
章
「
中
外
礼
儀
之
争
与
脆
拝
礼
儀
的
廃
除
」

王
洪
運

「
論
外
国
公
使
親
見
清
帝
制
度
的
確
立
」
（
『
四
川
師
範
大
学
学
報

　
　
（
社
会
科
学
版
）
』
一
九
九
九
ー
三
）

手
代
木
有
児
『
清
末
の
西
洋
体
験
と
文
明
観
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
＝
二

　
　
年
）

唐
文
治
『
茄
経
堂
文
集
』
（
上
海
書
店
〈
民
国
叢
書
〉
、
第
五
輯
九
四
、

　
　
九

九

六
年
）
＊
巻
六
「
記
和
碩
慶
親
王
事
」

陳
乃

乾
編

『清
代
碑
伝
文
通
検
』
（
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
）

『清
史
稿
辞
典
』
（
山
東
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）

『中
国
大
百
科
全
書
』
（
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）

蘭
陵
憂
患
生
『
京
華
百
二
竹
枝
詞
』
（
一
九
o
九
年
）
（
路
工
編
『
清
代
北

　
　
京
竹
枝
詞
十
三
種
』
（
北
京
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
。
原
版
は
、

　
　
北
京
出
版
社
、
一
九
六
二
年
刊
）
所
収
。
）
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